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(W
E
F
)
 と
い
う
団
体
が
仰
天
す
る
よ
う
な

数
字
を
発
表
し
た
。
地
球
の
海
中
に
浮
遊
し
て

い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
重
量
が
二

0
五
0
年
に

は
約
―
一
億
ト
ン
に
な
り
、
海
中
に
生
息
し
て

い
る
魚
類
全
体
の
重
量
に
匹
敵
す
る
規
模
に
な

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
現
状
で
は
三
億
一
〇

0
0
万
ト
ン
程
度
で
あ
る
か
ら
、
わ
ず
か
三
十

五
年
後
に
は
三
倍
に
な
る
と
い
う
予
測
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
石
油
や
石
炭
を
主
要
な
原

料
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
合
成
反
応
に
よ
り
長
大

分
子
に
し
た
材
料
と
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
の
歴

史
は
百
五
十
年
に
も
な
ら
な
い
。
十
九
世
紀
中

頃
に
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
流
行
し
、
使
用
す
る
象
牙

の
ボ
ー
ル
の
た
め
に
大
量
の
ゾ
ウ
が
殺
翫
さ
れ

問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
代
替
素
材
の
開
発
に

賞
金
が
提
供
さ
れ
、
一
八
六
九
年
に
J

・
ハ
イ

ヤ
ッ
ト
が
発
明
し
た
の
が
セ
ル
ロ
イ
ド
で
、
こ

れ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
元
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
後
、
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
、
ポ
リ
塩
化
ビ

ニ
ル
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
、
ナ

イ
ロ
ン
、
ネ
オ
プ
レ
ー
ン
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
0
一
六
年
一
月
に
ス
イ
ス
を
本
拠
と
す
る

氾
濫
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
多
種
多
様
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
発
明
さ
れ

る
が
、
大
量
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
安
価
で
加
工
も
容
易
で
あ
る
た
め
に
需
要
は

爆
発
し
、
一
九
五

0
年
代
に
は
二

0
0
万
ト
ン

程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
四
億
ト
ン
と
ニ

百
倍
に
増
加
し
て
い
る
（
図
1
)
。

こ
の
四
億
ト
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
用
途
は

世
界
で
は
日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
る
容
器
包
装

が
三
六
％
、
建
設
材
料
が
一
六
％
、
繊
維
製
品

が
一
四
％
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
容
器
包
装
の

割
合
が
六

0
％
に
も
な
っ
て
い
る
（
図

2
)
。

図 1 世界のプラスチック生産の推移（万トン）
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こ
れ
が
驚
嘆
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ

せ
る
数
字
が
あ
る
。
日
常
の
買
物
で
利
用
さ
れ

る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
買
物
袋
の
生
産
は
世
界
で

年
間
五
兆
枚
に
な
り
、

一
分
で
は
一

0
0
0
万

枚
と
い
う
想
像
で
き
な
い
数
字
に
な
る
。

こ
の
大
量
に
生
産
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
の
大
半
は
使
用
さ
れ
て
か
ら
短
期
で
廃
棄
さ

れ
る
運
命
に
あ
る
。

一
例
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
調
査
で
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
袋

は
買
物
終
了
か
ら
わ
ず
か
十
二
分
後
に
は
廃
棄

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
廃
棄
さ
れ
た
プ
ラ
ス

図2

世界 (2015)

プラスチ ックの用途

日本 (2017)

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ミ
が
も
た
ら
す
環
境
問
題

こ
の
大
量
生
産
さ
れ
て
大
量
廃
棄
さ
れ
る
便

利
な
資
源
は
様
々
な
問
題
の
原
因
と
な

っ
て
い

る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
が
石
油
や
石
炭
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
焼
却
す
れ
ば
火

力
発
電
所
と
同
様
に
二
酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
世
界
の
年
問
の
二
酸

図3 廃棄プラスチ ックの処理

世界 (2015)
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日本 (2016)

討
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

万
ト
ン
に
も
な
り
、
金
額
も
約
七

0
0
億
円
に

な
っ
て
い
た
が
、
突
然
、
市
場
が
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
二

0
ニ
―
年
か
ら

は
有
害
廃
棄
物
質
の
国
際
移
動
を
規
制
す
る
バ

ー
ゼ
ル
条
約
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
も
対
象
と

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
先
進
諸
国
は
対
策
を
検

経
由
で
輸
出
し
て
い
た
も
の
の
合
計
は
一
五
〇

日
本
は
中
国
へ
の
輸
出
が
最
大
の
国
家
で
あ

り
、
中
国
へ
直
接
輸
出
し
て
い
た
も
の
と
香
港

境
問
題
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
影
響
で
あ
る
。

ミ
の
輸
入
を
一
気
に
禁
止
し
た
。
中
国
で
も
環

● 再生

● 焼却

● 埋立

は
国
内
で
処
理
で
き
な
い
ゴ
ミ
を
発
展
途
上
諸

国
に
資
源
と
し
て
輸
出
し
て
き
た
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
も
同
様
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
中

入
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
二

0
0
八
年
一
月
か

ら
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
な
ど
二
十
四
種
類
の
ゴ

国
は
世
界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
六
割
を
受

も
発
展
し
て
い
る
。
日
本
を
は
じ
め
先
進
諸
国

チ
ッ
ク
は
三
五
％
が
焼
却
で
処
理
さ
れ
、

％
が
埋
立
、
三
0
％
が
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
処

理
さ
れ
、
日
本
で
は
五
八
％
、
一
五
％
、

％
と
い
う
比
率
で
あ
る
（
図

3
)
。

二
七

三
五

化
炭
素
発
生
量
の
二
％
程
度
で
あ
る
が
、
世
界

全
体
が
二

0
三
0
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
半
減
さ
せ
る
と
い
う
目
標
が
提
示
さ
れ
て

い
る
時
代
に
璽
要
な
課
題
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
の
廃
棄
は
国
際
問
題
に
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本
は
三
十
位
で
六
万
ト
ン
で
あ
る

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
は
資
源
と
し
て
大
量
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
輸
入
し
な
が
ら
、
管
理

が
杜
撰
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
海
洋
生
物
の
生
死
に
関
係
す
る
問

題
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
水
中
に
潜
水
し
て
小

魚
を
獲
物
と
す
る
水
鳥
、
か
な
り
の
時
間
は
水

ン、

ア
メ
リ
カ
は
二
十
位
で

最
近
、
一
気
に
話
題
に
な
っ
て
き
た
の
が
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
界

の
海
中
に
存
在
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
が
、

漁
船
が
海
上
で
廃
棄
し
た
漁
網
か
ら
、
陸
地
か

ら
流
入
し
て
き
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
買
物
袋
ま
で
大
小
様
々
な
廃
棄
物
資
で

あ
る
。
現
在
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
だ
け
で

も
三
億
一

0
0
0
万
ト
ン
で
、
新
規
に
流
入
し

て
く
る
も
の
が
毎
年
八

0
0
万
ト
ン
と
推
定
さ

年
に
は
＿
二
七

0
万
ト
ン
が
海
中
に
流
出
し
て

い
る
と
推
計
し
、
国
別
で
は
、
中
国
が
一
位
で

年
間
三
五
三
万
ト
ン
、
以
下
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
―
二
九
万
ト
ン
、

（図

4
)
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
七
五
万
ト

一
万
ト
ン
、
日

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
は
二

0
1
0

れ
て
い
る
。

深
刻
な
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

中
を
移
動
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
が
漁
網
に
か
ら

ま
っ
て
死
亡
す
る
こ
と
が
多
発
し
て
い
る
し
、

ク
ジ
ラ
や
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
水
中
で
獲
物
を
捕
獲

し
て
い
る
大
型
哺
乳
動
物
や
大
型
魚
類
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
な
ど
を
エ
サ
と
問
違
っ
て

摂
取
し
て
死
亡
す
る
事
例
も
頻
発
し
て
い
る
。

そ
れ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
簡
単
に
自
然
分
解

さ
れ
な
い
か
ら
で
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
買
物
袋

で
は
分
解
さ
れ
る
ま
で
に
最
長
二
十
年
、

ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
は
四
百
年
、
漁
網
な
ど
で
は
六
百

年
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
図

5
)
。
し
た
が

っ
て
毎
年
八

0
0
万
ト
ン
も
新
規
に
海
洋
に
流

図4 海洋流出プラスチック (2010: 万t/年）
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こ
の
問
題
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る

の
が
日
本
の
海
洋
研
究
開
発
機
構
が
有
人
調
査

船
「
し
ん
か
い
六
五

0
0」
が
撮
影
し
た
映
像

か
ら
深
海
の
海
底
に
存
在
す
る
ゴ
ミ
の
映
像
を

集
成
し
た
「
深
海
デ
プ
リ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
水
深
六
二
八

0
メ
ー
ト
ル
の

海
底
に
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
で
製
造
さ
れ
た
マ
ネ
キ

ン
の
破
損
し
た
頭
部
を
は
じ
め
、
深
海
に
堆
積

す
る
多
数
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
の
写
真
が
公

る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

入
し
て
く
る
と
、
冒
頭
に
説
明
し
た
よ
う
に
蓄

積
さ
れ
る
総
量
は
三
十
五
年
後
に
は
海
中
の
魚

類
の
重
量
と
同
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
存
在
す

図5

プラスチック製買物袋

自然分解の最大年数 （年）
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さ
ら
に
最
近
、
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
が

マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
。
国
際
連
合
の
定

義
で
は
直
径
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
呼
称
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
に
存
在

す
る
物
質
で
は
な
く
、
一
部
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
（
粒

子
）
が
海
中
に
流
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大

半
は
人
間
が
製
造
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

海
中
に
流
出
し
、
太
陽
光
線
で
脆
弱
に
な
り
、

波
浪
に
よ
り
粉
砕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
と
間
違
え
て
摂
取
し
、
そ
の
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
も

の
を
小
魚
が
エ
サ
と
間
違
え
て
摂
取
し
、
そ
の

小
魚
を
エ
サ
と
す
る
中
魚
、
さ
ら
に
は
大
魚
と

い
う
食
物
連
鎖
に
よ

っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
人
間
は
内
臓
を
食
用
と
し
な
け
れ

ば
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
摂
取
す
る
こ
と

は
な
い
し
、
摂
取
し
た
と
し
て
も
有
害
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
海
洋
の
生
態
を
撹
乱
す
る
こ
と
は

間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
事

新
規
に
登
場
し
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

開
さ
れ
て
お
り
、
唖
然
と
す
る
。

態
を
憂
慮
し
て
、
本
年
六
月
に
大
阪
で
開
催
さ

れ
た

G
2
0
大
阪
サ
ミ

ッ
ト
で
は
、
ウ
ミ
ガ
メ

の

五
二
％
、
海
鳥
の
九

0
％
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ

ミ
を
摂
取
し
て
い
る
と
い
う
驚
嘆
す
る
よ
う
な

数
字
を
列
挙
し
、
二
0
五
0
年
ま
で
に
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
合
意

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
様
々
な
活
動

が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
が
注
目
し
て
い

る
壮
大
な
活
動
が
あ
る
。
現
在
、
弱
冠
二
十
五

歳
の
オ
ラ
ン
ダ
の
若
者

B
．
ス
ラ
ッ
ト
は
十
年

前
の
十
六
歳
の
と
き
に
ギ
リ
シ
ャ
の
海
岸
で
海

中
に
潜
水
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

が
大
量
に
浮
遊
し
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
し
、
世

界
の
海
洋
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
回
収
し

よ
う
と
い
う
若
者
な
ら
で
は
の
壮
大
な
計
画
を

発
想
し
た
。

手
元
資
金
は
一
＿
一
万
円
で
あ
っ
た
が
、

オ
ー
シ

ャ
ン
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
と
い
う
N
P
O
法
人

を
設
立
し
、

ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

四
四
億
円
も
の
資
金
を
獲
得
す
る
。
そ
こ
で
方

法
を
研
究
し
、
二
0
一
八
年
に
太
平
洋
上
で
プ

若
者
が
挑
戦
し
は
じ
め
た
環
境
問
題

し
、
法
的
規
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
。

ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
巨
大
な
シ
ス
テ

ム
を
稼
働
さ
せ
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
回
収
に

成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
が
世
界
全
体
の
海
洋
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
が
、
若
者
の
壮
大
な
意
気
を
実
感
す
る
。

も
う
一
人
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

挑
戦
を
推
進
し
て
い
る
若
者
が
存
在
す
る
。
単

独
操
縦
の
ヨ

ッ
ト
で
無
寄
港
世
界
一
周
新
記
録

を
達
成
し
た
女
性

E
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
一
人

で
洋
上
を
航
海
し
て
い
る
と
き
に
地
球
環
境
の

危
機
を
実
感
し
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ

|

（循
環
経
済
）
こ
そ
解
決
方
法
で
あ
る
と
確

信
し
て
財
団
を
設
立
、
有
限
の
資
源
を
奔
放
に

使
用
し
て
い
る
現
代
社
会
を
循
環
社
会
に
転
換

さ
せ
よ
う
と
世
界
規
模
で
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
二
人
は
代
表
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
大

人
社
会
が
有
限
の
資
源
や
環
境
を
無
限
と
錯
覚

し
て
問
題
を
拡
大
し
て
き
た
が
、
若
者
が
巨
大

な
転
換
の
先
頭
を
疾
走
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
の
一
例
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問

題
で
あ
る
。
ニ―

0
0
年
ま
で
に
人
間
の
活
動

に
よ
っ
て
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
を
ゼ
ロ
に
し

な
け
れ
ば
大
気
温
度
の
上
昇
を
阻
止
で
き
な
い

と
警
告
さ
れ
て
い
る
現
在
、
未
来
に
生
活
す
る

若
者
の
視
点
で
地
球
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
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